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展
示
構
成

Ⅰ
　
木
を
伐
り
、
家
を
た
て
る

山
の
神
の
祭
祀
者
ヤ
マ
サ
キ
や
木
の
伐
り
出
し
・
加
工
を
職
分
と
す
る
モ

ト
ヤ
マ
、
木
を
刻
み
組
む
番
匠
（
大
工
）
ま
で
、
会
津
に
特
徴
あ
る
建
築

職
人
の
姿
を
紹
介
す
る
。

Ⅱ
　
神
に
祈
り
、
家
を
ま
も
る

一
人
前
の
職
人
が
伝
授
さ
れ
る
巻
物
、
棟
木
に
掲
げ
ら
れ
る
性
器
型
の
奉

納
物
、
家
屋
敷
の
方
位
か
ら
吉
凶
を
占
う
家
相
図
な
ど
、
家
を
築
き
守
る

た
め
の
儀
礼
と
信
仰
に
焦
点
を
あ
て
る
。

Ⅲ
　
会
津
名
工
列
伝

飯
盛
山
の
さ
ざ
え
堂
を
建
て
た
宮
大
工･

山
岸
喜
右
衛
門
や
鋸
鍛
冶
集
団

「
中
屋
」、
会
津
刃
物
の
隆
盛
を
導
い
た
重
房
一
門
な
ど
、
江
戸
時
代
か
ら

名
の
知
ら
れ
た
会
津
の
名
工
た
ち
を
追
う
。

Ⅳ
　
屋
根
葺
き
集
団 

会
津
茅
手

県
内
か
ら
関
東
に
か
け
て
多
く
の
茅
屋
根
を
葺
い
て
き
た
会
津
茅
手
の

功
績
を
、
数
々
の
資
料
か
ら
振
り
返
る
。

Ⅴ
　
越
後
大
工
の
活
躍
と
会
津

会
津
の
民
家
や
寺
社
な
ど
の
名
建
築
を
生
み
だ
し
た
越
後
大
工
の
足
跡

を
、
道
具
や
古
文
書
な
ど
か
ら
た
ど
る
。

関
連
イ
ベ
ン
ト

①
記
念
講
演
会
（
参
加
無
料
・
申
込
不
要
）

　
　「
奥
会
津
地
方
の
建
築
儀
礼
と
職
人
巻
物
」

　
　
　
　  

日
時
　
5
月
20
日
（
日
）
13
時
30
分
〜
15
時

               

場
所
　
当
館
講
堂

               

講
師
　
宮
内
貴
久
氏
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授
）

　
　「
越
後
大
工
の
会
津
へ
の
旅
立
ち
」

　
　
　     

日
時
　
6
月
16
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
15
時

               

場
所
　
当
館
講
堂

               

講
師
　
中
村
義
隆
氏
（
新
潟
郷
土
史
研
究
会
・
新
潟
文
化
財
鑑
賞
会
顧
問
）

②
バ
ス
ツ
ア
ー
（
参
加
無
料 

＊
昼
食
代
の
み
別
途
必
要
）

　
　「
知
ら
れ
ざ
る
会
津
の
名
建
築
を
た
ど
る
」

　
　
　
　
日
時
　
5
月
12
日
（
土
）　
９
時
集
合
　

場
所
等
は
申
込
時
に
お
伝
え
し
ま
す

　
　
　
　  

講
師
　
小
澤
弘
道
氏
（
福
島
県
民
俗
学
会
副
会
長
）

               

定
員
　
20
名
　
4
月
12
日
よ
り
電
話
・
当
館
受
付
に
て
申
込
開
始
（
先
着
順
）

③
体
験
イ
ベ
ン
ト
（
一
部
有
料
・
申
込
不
要
・
当
日
随
時
受
付
）

　
　「
親
子
も
の
づ
く
り
木
工
体
験
」

　
　
　     

日
時
　
6
月
2
日
（
土
）
10
時
〜
16
時

               

場
所
　
当
館
実
習
室

               

講
師
　
会
津
若
松
市
建
築
業
組
合
の
皆
さ
ん

④
展
示
解
説
会
（
企
画
展
観
覧
料
が
必
要
で
す
）

　
　
　
　  

日
時
　
4
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）

                         

5
月
6
日
（
日
）・
13
日
（
日
）・
26
日
（
土
）

                         

6
月
24
日
（
日
）

                        

い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜

　
　
　
　  

場
所
　
当
館
企
画
展
示
室

               

講
師
　
当
館
担
当
学
芸
員

家相図（明治19年･喜多方市）個人蔵上棟式の矢羽根（岩浅松石筆）個人蔵

鉋（重房作）個人蔵・山岸清次コレクション番匠巻物（三島町）個人蔵 モトヤマによる木の伐採

平
成
30
年
度
春
の
企
画
展

匠
の
ふ
る
さ
と
会
津

４
月
28
日（
土
）〜
６
月
24
日（
日
）

　福
島
県
会
津
地
方
に
は
住
ま
い
に
関
す
る
独
特
の
文
化
が
育
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
厩
中
門
造
り
と
よ
ば
れ
る
曲
屋
の
民
家
、
一
人
前
の
職
人
の
み
が
伝
授
さ
れ

た
秘
伝
の
巻
物
、
性
器
を
か
た
ど
っ
た
火
難
除
け
の
呪
物
や
儀
礼
な
ど
は
そ
の
代

表
的
な
も
の
で
す
。
ま
た
職
人
の
使
う
道
具
づ
く
り
の
鍛
冶
技
術
も
大
き
く
発
展

し
、
鋸
鍛
冶
の
中
屋
や
刃
物
鍛
冶
の
重
房
一
門
な
ど
の
名
工
は
、
か
つ
て
は
全
国

に
そ
の
名
を
轟
か
せ
ま
し
た
。
県
内
外
で
活
躍
し
た
屋
根
葺
き
職
人
の
会
津
茅
手

や
、
越
後
か
ら
来
て
名
建
築
を
多
く
手
が
け
た
越
後
大
工
な
ど
の
職
人
の
出
稼
ぎ

に
よ
り
、
多
様
な
文
化
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
展
覧
会
で
は
職
人
の
技
術
や

交
流
、
儀
礼
や
信
仰
な
ど
を
通
じ
て
会
津
の
建
築
文
化
に
迫
り
ま
す
。

会　　場　福島県立博物館企画展示室
観覧時間　9時30分～17時（入館は16時30分まで）
観 覧 料　一般･大学生500円（20名以上の団体は400円）、高校生以下無料
休 館 日　毎月曜日（4月30日は開館）、6月19日（火）
主　　催　福島県立博物館

平
成
30
年

表紙 屋根葺き

技
と
祈
り
の
建
築
文
化
誌

越後･間瀬大工の道具　越後間瀬宮大工資料館蔵
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で
は
職
人
の
技
術
や

交
流
、
儀
礼
や
信
仰
な
ど
を
通
じ
て
会
津
の
建
築
文
化
に
迫
り
ま
す
。

会　　場　福島県立博物館企画展示室
観覧時間　9時30分～17時（入館は16時30分まで）
観 覧 料　一般･大学生500円（20名以上の団体は400円）、高校生以下無料
休 館 日　毎月曜日（4月30日は開館）、6月19日（火）
主　　催　福島県立博物館

平
成
30
年

表紙 屋根葺き

技
と
祈
り
の
建
築
文
化
誌

越後･間瀬大工の道具　越後間瀬宮大工資料館蔵

展
示
構
成

Ⅰ
　
木
を
伐
り
、
家
を
た
て
る

山
の
神
の
祭
祀
者
ヤ
マ
サ
キ
や
木
の
伐
り
出
し
・
加
工
を
職
分
と
す
る
モ

ト
ヤ
マ
、
木
を
刻
み
組
む
番
匠
（
大
工
）
ま
で
、
会
津
に
特
徴
あ
る
建
築

職
人
の
姿
を
紹
介
す
る
。

Ⅱ
　
神
に
祈
り
、
家
を
ま
も
る

一
人
前
の
職
人
が
伝
授
さ
れ
る
巻
物
、
棟
木
に
掲
げ
ら
れ
る
性
器
型
の
奉

納
物
、
家
屋
敷
の
方
位
か
ら
吉
凶
を
占
う
家
相
図
な
ど
、
家
を
築
き
守
る

た
め
の
儀
礼
と
信
仰
に
焦
点
を
あ
て
る
。

Ⅲ
　
会
津
名
工
列
伝

飯
盛
山
の
さ
ざ
え
堂
を
建
て
た
宮
大
工･

山
岸
喜
右
衛
門
や
鋸
鍛
冶
集
団

「
中
屋
」、
会
津
刃
物
の
隆
盛
を
導
い
た
重
房
一
門
な
ど
、
江
戸
時
代
か
ら

名
の
知
ら
れ
た
会
津
の
名
工
た
ち
を
追
う
。

Ⅳ
　
屋
根
葺
き
集
団 

会
津
茅
手

県
内
か
ら
関
東
に
か
け
て
多
く
の
茅
屋
根
を
葺
い
て
き
た
会
津
茅
手
の

功
績
を
、
数
々
の
資
料
か
ら
振
り
返
る
。

Ⅴ
　
越
後
大
工
の
活
躍
と
会
津

会
津
の
民
家
や
寺
社
な
ど
の
名
建
築
を
生
み
だ
し
た
越
後
大
工
の
足
跡

を
、
道
具
や
古
文
書
な
ど
か
ら
た
ど
る
。

関
連
イ
ベ
ン
ト

①
記
念
講
演
会
（
参
加
無
料
・
申
込
不
要
）

　
　「
奥
会
津
地
方
の
建
築
儀
礼
と
職
人
巻
物
」

　
　
　
　  
日
時
　
5
月
20
日
（
日
）
13
時
30
分
〜
15
時

               
場
所
　
当
館
講
堂

               
講
師
　
宮
内
貴
久
氏
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授
）

　
　「
越
後
大
工
の
会
津
へ
の
旅
立
ち
」

　
　
　     

日
時
　
6
月
16
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
15
時

               

場
所
　
当
館
講
堂

               

講
師
　
中
村
義
隆
氏
（
新
潟
郷
土
史
研
究
会
・
新
潟
文
化
財
鑑
賞
会
顧
問
）

②
バ
ス
ツ
ア
ー
（
参
加
無
料 

＊
昼
食
代
の
み
別
途
必
要
）

　
　「
知
ら
れ
ざ
る
会
津
の
名
建
築
を
た
ど
る
」

　
　
　
　
日
時
　
5
月
12
日
（
土
）　
９
時
集
合
　

場
所
等
は
申
込
時
に
お
伝
え
し
ま
す

　
　
　
　  

講
師
　
小
澤
弘
道
氏
（
福
島
県
民
俗
学
会
副
会
長
）

               

定
員
　
20
名
　
4
月
12
日
よ
り
電
話
・
当
館
受
付
に
て
申
込
開
始
（
先
着
順
）

③
体
験
イ
ベ
ン
ト
（
一
部
有
料
・
申
込
不
要
・
当
日
随
時
受
付
）

　
　「
親
子
も
の
づ
く
り
木
工
体
験
」

　
　
　     

日
時
　
6
月
2
日
（
土
）
10
時
〜
16
時

               

場
所
　
当
館
実
習
室

               

講
師
　
会
津
若
松
市
建
築
業
組
合
の
皆
さ
ん

④
展
示
解
説
会
（
企
画
展
観
覧
料
が
必
要
で
す
）

　
　
　
　  

日
時
　
4
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）

                         

5
月
6
日
（
日
）・
13
日
（
日
）・
26
日
（
土
）

                         

6
月
24
日
（
日
）

                        

い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜

　
　
　
　  

場
所
　
当
館
企
画
展
示
室

               

講
師
　
当
館
担
当
学
芸
員

ば
ん
じ
ょ
う

う
ま
や
ち
ゅ
う
も
ん

て

か
や
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福島県立博物館

Museum Passport

年間観覧券

年間パスポート
はじまる !!

福島県立博物館で
年間1,500円で何度でも

価格 1,500 円
有効期間 購入日より1年間
購入場所 博物館受付カウンター

即日発行!!

※受付カウンターに申込書と代金をお持ちください。
※パスポートをご提示いただくと、常設展・企画展を
何回でも御覧いただけます。
※福島県立博物館が主催する展覧会のみ有効です。
※御本人以外の方は使用できません。
※代理の方による購入も可能です。
※御購入後の紛失等による再発行はいたしません。

博物館を気軽に何度でも御利用いただけるように、4 月より年間パスポートの発売を開始し
ます。購入日より1年間、パスポートを御提示いただくと、常設展・企画展を何回でも御覧
いただけます。趣味に、学習に、調査に、博物館をどんどん活用していただきたいと思います。
ぜひ御利用ください。

お得な年間パス
ぜひ使ってね！

冬
の
企
画
展

山
水
憧
憬

会
期  

平
成
30
年
1
月
13
日（
土
）〜
2
月
18
日（
日
）

主
催  

福
島
県
立
博
物
館

特
別
協
力  

東
京
国
立
博
物
館

展覧会レポート
冬
の
企
画
展
「
山
水
憧
憬
」
は
、
東
京
国

立
博
物
館
が
平
成
29
年
度
よ
り
は
じ
め
た

「
収
蔵
品
貸
与
事
業
」
と
し
て
開
催
し
ま
し

た
。
東
京
国
立
博
物
館
の
収
蔵
品
か
ら
日
本

美
術
の
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
「
山
水
」
を

画
題
と
す
る
美
術
工
芸
品
18
件
を
展
示
。
日

本
美
術
を
彩
る
名
品
を
間
近
に
ご
覧
い
た
だ

き
ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は
「
実
物
の
素
晴

ら
し
さ
」
へ
の
感
動
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

１

３１

―

雪
舟
・
蕪
村
・
応
挙 

水
墨
の
山
野
に
遊
ぶ

し
た
。

会
期
初
日
に
行
っ
た
講
演
会
「
国
宝
と
は

何
か―

文
化
財
保
護
・
博
物
館
・
美
術
工
芸

品
」
で
は
、
東
京
大
学
の
佐
藤
康
宏
先
生
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
私
た
ち
が
先
人
か
ら
受

け
継
ぎ
、
未
来
に
伝
え
る
べ
き
文
化
財
に
つ

い
て
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
展
示
室

を
会
場
と
し
た
講
演
会
。
本
展
の
メ
イ
ン
ビ

ジ
ュ
ア
ル
だ
っ
た
雪
舟
の
国
宝
「
秋
冬
山
水

図
」の
冬
景
を
眺
め
な
が
ら
お
聞
き
す
る「
国

宝
と
は
何
か
？
」
は
、
な
ん
と
も
贅
沢
な
時

間
で
し
た
。
講
演
会
は
、
誰
も
が
抱
く
そ
の

ス
ト
レ
ー
ト
な
問
い
に
端
を
発
し
な
が
ら
、

近
代
か
ら
の
日
本
の
文
化
財
行
政
の
在
り
方

を
た
ど
り
ま
し
た
。
日
本
の
宝
で
あ
る
文
化

財
を
未
来
に
残
す
た
め
に
私
た
ち
に
は
〈
活

用
〉
と
〈
保
存
〉
の
二
つ
の
バ
ラ
ン
ス
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
ご
指
摘
も
印
象
的
で
し

た
。企

画
展
に
あ
わ
せ
て
、
当
館
が
収
蔵
す
る

山
水
を
画
題
と
す
る
美
術
工
芸
品
も
テ
ー
マ

展
「
け
ん
ぱ
く
の
宝
２
０
１
７
」
で
展
示
。

企
画
展
と
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
山
水
憧
憬
」
展
に
も
出
品
さ
れ
た
福
島
ゆ

か
り
の
画
僧
・
雪
村
の
作
品
を
は
じ
め
、
県

内
で
ど
の
よ
う
な
美
術
工
芸
品
が
生
み
だ
さ

れ
て
き
た
の
か
も
概
観
で
き
る
展
示
で
し
た
。

こ
こ
数
年
に
比
べ
る
と
雪
の
多
か
っ
た
今

年
。
展
示
室
内
の
山
水
の
名
品
と
、
そ
れ
に

劣
ら
ぬ
会
津
の
雪
景
色
の
美
し
さ
を
堪
能
し

て
く
だ
さ
る
お
声
も
あ
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
8
年
目
を
迎
え
た
今

年
。
い
ま
だ
課
題
を
多
く
か
か
え
る
福
島
へ

の
支
援
と
し
て
、
当
館
で
の
開
催
を
ご
提
案

く
だ
さ
っ
た
東
京
国
立
博
物
館
に
あ
ら
た
め

て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
日
本
人
が
ど
の

よ
う
に
自
然
と
向
き
合
っ
て
き
た
の
か
。
本

展
は
、
日
本
美
術
史
か
ら
そ
れ
を
た
ど
る
展

示
で
も
あ
り
ま
し
た
。

（
小
林
）
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震
災
か
ら
7
年
を
目
前
に
ひ
か
え
た

2
月
15
日
。
館
長
講
座
に
代
え
て
、
赤

坂
館
長
が
実
行
委
員
会
委
員
長
を
務
め

る
「
は
ま
・
な
か
・
あ
い
づ
文
化
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
を

行
い
ま
し
た
。
福
島
は
復
興
が
進
む
一

方
、
風
評
被
害
、
避
難
者
の
帰
還
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
建
な
ど
今
な
お
複
雑
な

課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
複
雑
な
課
題
を
、
こ
れ
ま

で
「
は
ま
・
な
か
・
あ
い
づ
文
化
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
関
わ
っ
た
お
二
人
、

久
保
田
翠
さ
ん
、
小
松
理
虔
さ
ん
と
と

も
に
考
え
ま
し
た
。
久
保
田
さ
ん
は
福

祉
と
文
化
芸
術
か
ら
、
小
松
さ
ん
は
地

域
に
こ
だ
わ
る
文
化
発
信
か
ら
、
既
成

の
枠
組
み
を
ゆ
る
や
か
に
拡
張
す
る
試

み
を
続
け
て
い
ま
す
。

久
保
田
さ
ん
は
理
事
長
を
務
め
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
紹
介
し
つ
つ
、
障
害
を

「
語
り
が
た
き
も
の
」
と
さ
れ
る
こ
と

の
辛
さ
と
、
だ
か
ら
こ
そ
ユ
ー
モ
ア
を

も
っ
て
発
想
を
転
換
す
る
こ
と
で
共
有

し
た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
小
松
さ

ん
は
、い
わ
き
の
現
状
か
ら
福
島
が「
語

り
が
た
き
も
の
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
、
人
が
集
う
場
の
多
様
性
の

大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
話
を
聞
け
て
良

　
近
年
、
若
い
世
代
か
ら
も
強
い
関
心
を

集
め
て
い
る
刀
剣
。
本
企
画
展
で
は
、
東

京
富
士
美
術
館
（
東
京
都
八
王
子
市
）
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
平
安
・
鎌
倉

時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
刀
剣
の
優
品

約
30
振
り
を
展
示
し
、
刀
剣
の
美
・
見
ど

こ
ろ
・
変
遷
を
わ
か
り
や
す
く
ご
紹
介
し

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

会場　企画展示室

―
 

東
京
富
士
美
術
館
と

　
　
　
　
　
　
　福
島
の
名
刀 ―

企
画
展 
予
告

平
成
30
年
7
月
13
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　〜
8
月
19
日（
日
）

美
し
き
刃
た
ち

や
い
ば

は
ま･

な
か･

あ
い
づ
文
化
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ク
ロ
ス
ト
ー
ク

「
語
り
が
た
き
も
の
に
触
れ
て
」

重要文化財「太刀 銘 一（福岡一文字）」

日
時
：
平
成
30
年
2
月
15
日
（
木
）

　
　
　13
時
30
分
〜
15
時

会
場

　福
島
県
立
博
物
館 

講
堂

　

第
1
部

　

対
談
「
レ
ッ
ツ
とUDO

K.

」

　久
保
田
翠
氏

　（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
リ
エ
ィ
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
ト
レ
ッ
ツ
理
事
長
）

　小
松
理
虔
氏
（U

D
O
K. 

ヘ
キ
レ
キ
舎
主
宰
）

第
2
部

　

ク
ロ
ス
ト
ー
ク
「
語
り
が
た
き
も
の
に
触
れ
て
」

　久
保
田
翠
氏･

小
松
理
虔
氏･

　赤
坂
憲
雄
（
福
島
県
立
博
物
館
長
）

か
っ
た
」「
震
災
、
障
害
の
こ
と
に
つ

い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
た
」
等
の
言
葉

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
よ

う
な
対
話
と
共
有
の
場
を
博
物
館
に
期

待
す
る
声
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

び
っ
し
り
と
書
き
込
ん
だ
ア
ン
ケ
ー
ト

も
多
く
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
受
け
止
め
て
く
だ
さ
っ

た
よ
う
で
す
。（
小
林
）

ま
す
。

　
ま
た
、
県
内

の
資
料
館
・
博

物
館
が
収
蔵
す

る
福
島
県
ゆ
か

り
の
刀
剣
、
刀

装
具
を
紹
介

し
、
刀
剣
と
福

島
県
の
関
わ
り

を
掘
り
起
こ
し

ま
す
。
当
館
初

の
大
規
模
な
刀

剣
展
、
ぜ
ひ
御

覧
く
だ
さ
い
。

研究ノート平
成
三
〇
年
は
、
戊
辰
戦
争
か
ら
一
五
〇

年
の
節
目
と
な
る
こ
と
か
ら
、
全
国
各
地
で

明
治
維
新
や
戊
辰
戦
争
を
題
材
と
し
た
展
示

が
開
催
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
会
津
若
松
市
に

立
地
す
る
当
館
で
も
、
企
画
展
を
予
定
し
て

お
り
、
調
査
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

今
回
は
、
展
示
予
定
の
資
料
の
中
か
ら
一
通

の
手
紙
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
八
月
二
三
日
、

新
政
府
軍
が
滝
沢
峠
を
越
え
、
若
松
城
下
が

戦
場
と
な
り
ま
し
た
。【
写
真
２
】
は
、
ま

さ
に
そ
の
当
日
に
書
か
れ
た
手
紙
で
、
家
老

の
内
藤
介
右
衛
門
が
、
若
年
寄
の
倉
沢
右
兵

衛
に
宛
て
た
も
の
で
す
。
会
津
藩
で
は
藩
境

を
防
衛
す
る
た
め
に
、
各
方
面
に
陣
将
を
配

会
津
藩
の
家
老
内
藤
介
右
衛
門
の
手
紙

　
　歴
史
分
野
学
芸
員
　栗
原  

祐
斗

１

２

３

平
成
30
年
度
秋
の
企
画
展「
戊
辰
戦
争
一
五
〇
年
」展
調
査
か
ら

置
し
て
い
ま
し
た
。
内
藤
介
右
衛
門
は
、
勢

至
堂
以
北
の
指
揮
を
任
さ
れ
た
陣
将
で
、
福

良
村
（
現
在
の
郡
山
市
湖
南
町
）
に
本
陣
を

置
い
て
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
手
紙

も
福
良
村
の
本
陣
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で

し
ょ
う
。
一
方
、
倉
沢
右
兵
衛
は
前
日
の
足

取
り
か
ら
、
中
地
村
（
同
）
に
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
内
藤
が
倉
沢
に
出

し
た
手
紙
の
内
容
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
今
朝
大
手
先
（
若
松
城
正
面
）
で
合
戦

が
あ
っ
た
と
、
若
松
よ
り
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
。
よ
っ
て
、
兵
卒
た
ち
に
集
ま
る
よ
う
に

申
し
聞
か
せ
、
あ
な
た
（
倉
沢
右
兵
衛
）
も

す
ぐ
に
こ
ち
ら
へ
来
て
く
だ
さ
い（
意
訳
）」。

こ
の
内
藤
の
指
示
は
、
防
衛
の
た
め
に
展
開

し
て
い
た
兵
を
一
度
本
陣
に
集
め
、
若
松
城

へ
戻
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。

新
政
府
軍
が
城
下
に
侵
入
し
た
と
き
、
家

老
は
各
方
面
の
陣
将
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い

た
た
め
、
当
時
城
中
に
い
た
の
は
梶
原
平
馬

の
み
で
し
た
。
あ
と
か
ら
西
郷
頼
母
が
指
揮

に
加
わ
り
ま
す
が
、
主
力
部
隊
の
多
く
を
各

方
面
に
割
い
た
若
松
城
が
手
薄
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
城
外
に
い
た
内
藤
た
ち
陣
将
は
、
主
力

部
隊
を
率
い
て
一
刻
も
早
く
若
松
城
に
帰

り
、
城
の
防
衛
に
あ
た
る
必
要
が
あ
っ
た
の

で
す
。

内
藤
指
揮
下
の
部
隊
は
、
背
炙
山
を
越
え

て
進
み
、
二
四
日
に
湯
本
（
現
在
の
会
津
若

松
市
東
山
町
大
字
湯
本
）に
到
着
し
ま
し
た
。

湯
本
で
は
大
平
口
陣
将
の
原
田
対
馬
率
い
る

部
隊
と
合
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
城

の
周
り
は
既
に
新
政
府
軍
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

て
い
ま
し
た
が
、
二
五
日
早
朝
に
敵
を
北
方

面
に
誘
い
、
隙
を
突
い
て
入
城
す
る
こ
と
が 写真 2 倉沢右兵衛宛内藤介右衛門書状（個人蔵）

写真 1 明治初年の若松城
（国立公文書館蔵）

で
き
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
籠
城
戦
は
九
月

二
二
日
ま
で
続
き
ま
し
た
。

今
回
ご
紹
介
し
た
手
紙
は
、
緊
迫
し
た
内

容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
内
藤
の
筆
遣
い
に

も
注
目
で
す
。
普
段
の
筆
遣
い
と
違
っ
て
乱

れ
て
お
り
、
城
下
で
戦
闘
が
開
始
さ
れ
た
と

い
う
報
告
を
受
け
て
、
急
い
で
手
紙
を
し
た

た
め
た
様
子
が
筆
遣
い
か
ら
も
窺
え
ま
す
。

活
字
化
さ
れ
た
資
料
集
は
と
て
も
便
利
で
す

が
、筆
遣
い
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。

こ
ち
ら
の
資
料
は
展
示
予
定
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
会
場
で
実
物
を
ご
覧
頂
き
、
内
藤
の
気
持

ち
を
感
じ
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

秋
の
企
画
展
「
戊
辰
戦
争
一
五
〇
年
」
展

は
、
平
成
三
〇
年
九
月
一
日
〜
一
〇
月
一
四

日
に
開
催
予
定
で
す
。
会
期
中
に
は
、
展
示

解
説
会
や
講
演
会
な
ど
も
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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震
災
か
ら
7
年
を
目
前
に
ひ
か
え
た

2
月
15
日
。
館
長
講
座
に
代
え
て
、
赤

坂
館
長
が
実
行
委
員
会
委
員
長
を
務
め

る
「
は
ま
・
な
か
・
あ
い
づ
文
化
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
を

行
い
ま
し
た
。
福
島
は
復
興
が
進
む
一

方
、
風
評
被
害
、
避
難
者
の
帰
還
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
建
な
ど
今
な
お
複
雑
な

課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
複
雑
な
課
題
を
、
こ
れ
ま

で
「
は
ま
・
な
か
・
あ
い
づ
文
化
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
関
わ
っ
た
お
二
人
、

久
保
田
翠
さ
ん
、
小
松
理
虔
さ
ん
と
と

も
に
考
え
ま
し
た
。
久
保
田
さ
ん
は
福

祉
と
文
化
芸
術
か
ら
、
小
松
さ
ん
は
地

域
に
こ
だ
わ
る
文
化
発
信
か
ら
、
既
成

の
枠
組
み
を
ゆ
る
や
か
に
拡
張
す
る
試

み
を
続
け
て
い
ま
す
。

久
保
田
さ
ん
は
理
事
長
を
務
め
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
紹
介
し
つ
つ
、
障
害
を

「
語
り
が
た
き
も
の
」
と
さ
れ
る
こ
と

の
辛
さ
と
、
だ
か
ら
こ
そ
ユ
ー
モ
ア
を

も
っ
て
発
想
を
転
換
す
る
こ
と
で
共
有

し
た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
小
松
さ

ん
は
、い
わ
き
の
現
状
か
ら
福
島
が「
語

り
が
た
き
も
の
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
、
人
が
集
う
場
の
多
様
性
の

大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
話
を
聞
け
て
良

　
近
年
、
若
い
世
代
か
ら
も
強
い
関
心
を

集
め
て
い
る
刀
剣
。
本
企
画
展
で
は
、
東

京
富
士
美
術
館
（
東
京
都
八
王
子
市
）
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
平
安
・
鎌
倉

時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
刀
剣
の
優
品

約
30
振
り
を
展
示
し
、
刀
剣
の
美
・
見
ど

こ
ろ
・
変
遷
を
わ
か
り
や
す
く
ご
紹
介
し

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

会場　企画展示室

―
 

東
京
富
士
美
術
館
と

　
　
　
　
　
　
　福
島
の
名
刀 ―

企
画
展 

予
告

平
成
30
年
7
月
13
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　〜
8
月
19
日（
日
）

美
し
き
刃
た
ち

や
い
ば

は
ま･

な
か･
あ
い
づ
文
化
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ク
ロ
ス
ト
ー
ク

「
語
り
が
た
き
も
の
に
触
れ
て
」

重要文化財「太刀 銘 一（福岡一文字）」

日
時
：
平
成
30
年
2
月
15
日
（
木
）

　
　
　13
時
30
分
〜
15
時

会
場

　福
島
県
立
博
物
館 

講
堂

　

第
1
部

　

対
談
「
レ
ッ
ツ
とUDO

K.

」

　久
保
田
翠
氏

　（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
リ
エ
ィ
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
ト
レ
ッ
ツ
理
事
長
）

　小
松
理
虔
氏
（U

D
O
K. 

ヘ
キ
レ
キ
舎
主
宰
）

第
2
部

　

ク
ロ
ス
ト
ー
ク
「
語
り
が
た
き
も
の
に
触
れ
て
」

　久
保
田
翠
氏･

小
松
理
虔
氏･

　赤
坂
憲
雄
（
福
島
県
立
博
物
館
長
）

か
っ
た
」「
震
災
、
障
害
の
こ
と
に
つ

い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
た
」
等
の
言
葉

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
よ

う
な
対
話
と
共
有
の
場
を
博
物
館
に
期

待
す
る
声
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

び
っ
し
り
と
書
き
込
ん
だ
ア
ン
ケ
ー
ト

も
多
く
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
受
け
止
め
て
く
だ
さ
っ

た
よ
う
で
す
。（
小
林
）

ま
す
。

　
ま
た
、
県
内

の
資
料
館
・
博

物
館
が
収
蔵
す

る
福
島
県
ゆ
か

り
の
刀
剣
、
刀

装
具
を
紹
介

し
、
刀
剣
と
福

島
県
の
関
わ
り

を
掘
り
起
こ
し

ま
す
。
当
館
初

の
大
規
模
な
刀

剣
展
、
ぜ
ひ
御

覧
く
だ
さ
い
。

研究ノート平
成
三
〇
年
は
、
戊
辰
戦
争
か
ら
一
五
〇

年
の
節
目
と
な
る
こ
と
か
ら
、
全
国
各
地
で

明
治
維
新
や
戊
辰
戦
争
を
題
材
と
し
た
展
示

が
開
催
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
会
津
若
松
市
に

立
地
す
る
当
館
で
も
、
企
画
展
を
予
定
し
て

お
り
、
調
査
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

今
回
は
、
展
示
予
定
の
資
料
の
中
か
ら
一
通

の
手
紙
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
八
月
二
三
日
、

新
政
府
軍
が
滝
沢
峠
を
越
え
、
若
松
城
下
が

戦
場
と
な
り
ま
し
た
。【
写
真
２
】
は
、
ま

さ
に
そ
の
当
日
に
書
か
れ
た
手
紙
で
、
家
老

の
内
藤
介
右
衛
門
が
、
若
年
寄
の
倉
沢
右
兵

衛
に
宛
て
た
も
の
で
す
。
会
津
藩
で
は
藩
境

を
防
衛
す
る
た
め
に
、
各
方
面
に
陣
将
を
配

会
津
藩
の
家
老
内
藤
介
右
衛
門
の
手
紙
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戊
辰
戦
争
一
五
〇
年
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調
査
か
ら

置
し
て
い
ま
し
た
。
内
藤
介
右
衛
門
は
、
勢

至
堂
以
北
の
指
揮
を
任
さ
れ
た
陣
将
で
、
福

良
村
（
現
在
の
郡
山
市
湖
南
町
）
に
本
陣
を

置
い
て
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
手
紙

も
福
良
村
の
本
陣
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で

し
ょ
う
。
一
方
、
倉
沢
右
兵
衛
は
前
日
の
足

取
り
か
ら
、
中
地
村
（
同
）
に
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
内
藤
が
倉
沢
に
出

し
た
手
紙
の
内
容
を
み
て
み
ま
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う
。

「
今
朝
大
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先
（
若
松
城
正
面
）
で
合
戦

が
あ
っ
た
と
、
若
松
よ
り
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
。
よ
っ
て
、
兵
卒
た
ち
に
集
ま
る
よ
う
に

申
し
聞
か
せ
、
あ
な
た
（
倉
沢
右
兵
衛
）
も

す
ぐ
に
こ
ち
ら
へ
来
て
く
だ
さ
い（
意
訳
）」。

こ
の
内
藤
の
指
示
は
、
防
衛
の
た
め
に
展
開

し
て
い
た
兵
を
一
度
本
陣
に
集
め
、
若
松
城

へ
戻
る
た
め
の
も
の
で
し
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。

新
政
府
軍
が
城
下
に
侵
入
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た
と
き
、
家
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は
各
方
面
の
陣
将
と
し
て
配
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て
い

た
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、
当
時
城
中
に
い
た
の
は
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原
平
馬

の
み
で
し
た
。
あ
と
か
ら
西
郷
頼
母
が
指
揮

に
加
わ
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ま
す
が
、
主
力
部
隊
の
多
く
を
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に
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た
若
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が
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薄
で
あ
る
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に
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、
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に
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内
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将
は
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主
力

部
隊
を
率
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て
一
刻
も
早
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若
松
城
に
帰

り
、
城
の
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衛
に
あ
た
る
必
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が
あ
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た
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で
す
。

内
藤
指
揮
下
の
部
隊
は
、
背
炙
山
を
越
え

て
進
み
、
二
四
日
に
湯
本
（
現
在
の
会
津
若

松
市
東
山
町
大
字
湯
本
）に
到
着
し
ま
し
た
。

湯
本
で
は
大
平
口
陣
将
の
原
田
対
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率
い
る

部
隊
と
合
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
城
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は
既
に
新
政
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軍
に
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囲
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ま
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朝
に
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を
北
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誘
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、
隙
を
突
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入
城
す
る
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と
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写真 1 明治初年の若松城
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で
き
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
籠
城
戦
は
九
月

二
二
日
ま
で
続
き
ま
し
た
。

今
回
ご
紹
介
し
た
手
紙
は
、
緊
迫
し
た
内

容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
内
藤
の
筆
遣
い
に

も
注
目
で
す
。
普
段
の
筆
遣
い
と
違
っ
て
乱

れ
て
お
り
、
城
下
で
戦
闘
が
開
始
さ
れ
た
と

い
う
報
告
を
受
け
て
、
急
い
で
手
紙
を
し
た

た
め
た
様
子
が
筆
遣
い
か
ら
も
窺
え
ま
す
。

活
字
化
さ
れ
た
資
料
集
は
と
て
も
便
利
で
す

が
、筆
遣
い
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。

こ
ち
ら
の
資
料
は
展
示
予
定
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
会
場
で
実
物
を
ご
覧
頂
き
、
内
藤
の
気
持

ち
を
感
じ
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

秋
の
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画
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「
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辰
戦
争
一
五
〇
年
」
展

は
、
平
成
三
〇
年
九
月
一
日
〜
一
〇
月
一
四

日
に
開
催
予
定
で
す
。
会
期
中
に
は
、
展
示

解
説
会
や
講
演
会
な
ど
も
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。



企
画
展

4
月
28
日（
土
）〜
6
月
24
日（
日
）

匠
の
ふ
る
さ
と
会
津

　
　
―
技
と
祈
り
の
建
築
文
化
誌
―

企
画
展
示
室

テ
ー
マ
展

ふ
る
さ
と
の
考
古
資
料
７

【
楢
葉
町
歴
史
資
料
館
】
移
動
展

〜
5
月
20
日（
日
）

4
月
28
日（
土
）〜
7
月
8
日（
日
）

祈
り
の
ふ
く
し
ま
２

常
設
展
料
金

常
設
展
料
金

部
門
展
示
室

ポ
イ
ン
ト
展

築
城
四
五
〇
年 

会
津
の
向
羽
黒
山
城
は
ど
ん
な
城
？

4
月
３
日（
火
）〜
9
月
30
日（
日
）

総
合・部
門
展
示
室

4
月
3
日（
火
）〜
H
31
年
３
月
31
日（
日
）

日
本
遺
産
！
会
津
三
十
三
観
音
と
御
詠
歌

日
本
遺
産
！
安
積
疏
水
が
で
き
る
ま
で

4
月
3
日（
火
）〜
4
月
27
日（
金
）

戊
辰
戦
争
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
１ 

西
郷
頼
母
の
戦
略
談

4
月
13
日（
金
）〜
6
月
20
日（
水
）

ド
ウ
っ
て
ど
う
使
う
の
？
―
魚
と
り
の
道
具
た
ち
―

4
月
28
日（
土
）〜
6
月
3
日（
日
）

ジ
オ
パ
ー
ク
関
連
展
覧
会

4
月
28
日（
土
）〜
6
月
1
日（
金
）

戊
辰
戦
争
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
２ 

磐
城
の
戦
い

6
月
2
日（
土
）〜
7
月
6
日（
金
）

戊
辰
戦
争
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
３ 

戦
場
の
う
わ
さ
話

6
月
22
日（
金
）〜
8
月
29
日（
水
）

染
型
紙
の
世
界

■
記
念
講
演
会（
申
込
不
要
、無
料
、講
堂
）

「
奥
会
津
地
方
の
建
築
儀
礼
と
職
人
巻
物
」

5
月
20
日（
日
）　
13
時
30
分
〜
15
時

講
師
　
宮
内
貴
久
氏（
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授
）

「
越
後
大
工
の
会
津
へ
の
旅
立
ち
」

6
月
16
日（
土
）　
13
時
30
分
〜
15
時

講
師
　
中
村
義
隆
氏（
新
潟
郷
土
史
研
究
会
・

　
　
　
　
　
　
　  

新
潟
文
化
財
鑑
賞
会
顧
問
）

■
バ
ス
ツ
ア
ー（
要
申
込
、定
員
20
名
、無
料 

※
要
昼
食
代
）

「
知
ら
れ
ざ
る
会
津
の
名
建
築
を
た
ど
る
」

5
月
12
日（
土
）　
9
時
集
合

講
師
　
小
澤
弘
道
氏（
福
島
県
民
俗
学
会
副
会
長
）

■
体
験
イ
ベ
ン
ト（
申
込
不
要
、一
部
有
料 

、実
習
室
）

「
親
子
も
の
づ
く
り
木
工
体
験
」

6
月
2
日（
土
）　
10
時
〜
16
時（
随
時
受
付
）

講
師
　
会
津
若
松
市
建
築
業
組
合
の
皆
さ
ん

■
展
示
解
説
会（
申
込
不
要
、要
企
画
展
チ
ケ
ッ
ト
）

4
月
28
日（
土
）・
29
日（
日
）、5
月
6
日（
日
）

・
13
日（
日
）・
26
日（
土
）、6
月
24
日（
日
）　

13
時
30
分
〜
　

講
師
　
担
当
学
芸
員

講
座
・
実
演
他

★
は
要
申
込

【
館
長
講
座
】（
申
込
不
要
、無
料
、講
堂
）

「
東
北
の
文
学
者
た
ち
」
各
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

①「
吉
野
せ
い
」
4
月
19
日（
木
） 

②「
斎
藤
茂
吉
」
5
月
17
日（
木
）  

③「
宮
沢
賢
治
」
6
月
21
日（
木
）

講
師
　
館
長
　
赤
坂
憲
雄  

【
歴
史
講
座
】（
申
込
不
要
、無
料
、講
堂
）

「
戊
辰
戦
争 

こ
ぼ
れ
話
」  

各
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

①「
西
郷
頼
母
の
戦
略
談
」
4
月
14
日（
土
）  

②「
磐
城
の
戦
い
と
西
洋
医
学
」
5
月
12
日（
土
） 

③「
戦
場
の
う
わ
さ
話
」
6
月
9
日（
土
）　

講
師
　
①
学
芸
員
　
阿
部
綾
子
　
②
学
芸
員
　
田
中
伸
一  

　
　
　
③
学
芸
員
　
栗
原
祐
斗

★【
保
存
科
学
講
座
】（
要
申
込
、15
名
、無
料
、視
聴
覚
室
）

「
博
物
館
の
舞
台
裏

　
│
博
物
館
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
保
管
す
る
│
」  

4
月
21
日（
土
）   

13
時
30
分
〜
15
時

講
師
　
学
芸
員
　
杉
崎
佐
保
惠

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

「
玄
如
節
と
日
本
の
民
謡
」

6
月
23
日（
土
）　
13
時
30
分
〜
15
時

（
申
込
不
要
、無
料
、エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）

【
美
術
講
座
】（
申
込
不
要
、無
料
、視
聴
覚
室
）

「
会
津
の
仏
教
美
術
①
②
」
各
13
時
30
分
〜
15
時

①
5
月
11
日（
金
）　
②
6
月
8
日（
金
）  

講
師
　
学
芸
員
　
塚
本
麻
衣
子

★【
実
技
講
座
】（
要
申
込
、10
名
、１
０
０
０
円
、

　
　
　
　
　
　
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）

「
須
賀
川
の
絵
の
ぼ
り
・
小
旗
を
つ
く
ろ
う
」

5
月
5
日（
土
・
祝
）   

13
時
30
分
〜
15
時

講
師
　
伝
統
技
術
保
持
者
　
大
野
青
峯
氏
、大
野
久
子
氏

★【
野
外
講
座
＊
共
催
事
業
】（
要
申
込
、43
名
、５
０
０
円
）

「
高
広
山
で
化
石
を
さ
が
そ
う
」

5
月
26
日（
土
）   

9
時
30
分
〜
17
時

郡
山
市
逢
瀬
町
河
内
高
広
山
林
道

講
師
　
学
芸
員
　
猪
瀬
弘
瑛
ほ
か

※

小
学
校
３
年
生
以
上（
小･

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

※

申
込
先 

郡
山
市
ふ
れ
あ
い
科
学
館（
０
２
４-

９
３
６-

０
２
０
１
）

【
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
事
業
】

■
ハ
ニ
ワ
大
王
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　「展
示
資
料
で
見
る
ふ
く
し
ま
の
暮
ら
し
」

①【
着
る
】4
月
8
日（
日
） ②【
食
べ
る
】5
月
4
日（
金
・
祝
） 

③【
住
む
】6
月
10
日（
日
）    

11
時
〜
12
時
、13
時
〜
14
時

講
師
　
学
芸
員 

荒
木
隆

（
申
込
不
要
、要
常
設
展
観
覧
料
、総
合
展
示
室
）

■
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
考
古
学
『
考
古
学
を
読
む
』①

　「紀
元
前
後
の
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
」

4
月
22
日
（
日
）   

13
時
〜
14
時

講
師  

学
芸
員
　
荒
木
隆
（
申
込
不
要
、無
料
、レ
ス
ト
ラ
ン
）

■
石
城･

石
背
建
国
１
３
０
０
年
記
念
連
続
講
演
会

　
シ
リ
ー
ズ「
ふ
く
し
ま
の
新
し
い
古
代
像
を
考
え
る
」①

      「
東
北
地
方
か
ら
福
島
県
が
独
立
し
た
！？

―

石
城
・
石
背
国
建
国
の
背
景―

」

5
月
27
日（
日
）   

13
時
30
分
〜
15
時

講
師
　
学
芸
員
　
荒
木
隆 （
申
込
不
要
、無
料
、講
堂
）

【
読
み
聞
か
せ
】（
申
込
不
要
、
無
料
、
体
験
学
習
室
）

「
博
物
館
で
も
読
み
聞
か
せ
①
②
③
」

①
4
月
14
日（
土
） ②
5
月
12
日（
土
）  

③
6
月
9
日（
土
）

11
時
〜 

11
時
30
分
、
14
時
〜
14
時
30
分

講
師
　
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

【
特
集
展
解
説
会
】（
申
込
不
要
、無
料
、企
画
展
示
室
）

「
山
口
弥
一
郎
の
見
た
三
陸
津
波
」

「
古
文
書
か
ら
見
る
災
害
」

4
月
1
日（
日
）   

11
時
〜
11
時
30
分
、13
時
30
分
〜
14
時

講
師
　
担
当
学
芸
員

「
震
災
遺
産
が
語
る
コ
ト
」

4
月
7
日（
土
）   

13
時
30
分
〜
14
時

講
師
　
担
当
学
芸
員

【
実
演
】（
申
込
不
要
、無
料
、エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）

「
大
堀
相
馬
焼
の
絵
付
け
」

6
月
17
日（
日
）　
13
時
30
分
〜
15
時

実
演
　
い
か
り
や
商
店
白
河
工
房  

山
田
慎
一
氏

【
そ
の
他
】（
申
込
不
要
、無
料
、体
験
学
習
室
）

「
子
ど
も
ミ
ニ
ミ
ニ
博
物
館
」

4
月
28
日（
土
）〜
5
月
6
日（
日
）　
9
時
30
分
〜
17
時

一
般･

大
学
生
５
０
０
円

高
校
生
以
下
無
料

＊
要
申
込
の
行
事
は
基
本
的
に
開
催
日
の
１
ヶ
月
前 

か
ら
募
集
を
開
始
し
ま
す
（
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。
電
話
も
し
く
は
受
付

カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
そ
の
他
、
行
事
等
の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、
月

行
事
予
定
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
月
〜
６
月
の
休
館
日

4
月
2
日（
月
）・
9
日（
月
）・
16
日（
月
）・
23
日（
月
）

 5
月
7
日（
月
）・
14
日（
月
）・
21
日（
月
）・
28
日（
月
）

6
月
4
日（
月
）・
11
日（
月
）・
18
日（
月
）・
19
日（
火
）・

　
　
25
日（
月
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
福
島
県
立
博
物
館

〒965-0807 

会
津
若
松
市
城
東
町
１-

25

Tel 0242-28-6000   Fax 0242-28-5986
HP  http://w

w
w
.general-m

useum
.fks.ed.jp/

M
ail general-m

useum
@
fcs.ed.jp

季
刊
博
物
館
だ
よ
り
　
128号

　
2018年

3月
28日

発
行
　
編
集
・
発
行
　
福
島
県
立
博
物
館
　
〒
965-0807会

津
若
松
市
城
東
町
1-25　

TEL0242-28-6000　
印
刷
　
北
斗
印
刷
株
式
会
社
　
会
津
若
松
市
町
北
町
大
字
始
字
深
町
67-2　

TEL0242-32-2366

information


	（納品データ）博物館だより128_Part1.pdf
	（納品データ）博物館だより128_Part2
	（納品データ）博物館だより128_Part3
	（納品データ）博物館だより128_Part4
	（納品データ）博物館だより128_Part5
	（納品データ）博物館だより128_Part6
	（納品データ）博物館だより128_Part7
	（納品データ）博物館だより128_Part8

